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持分法適用会社に対する金融債権と投資の減損損失の計上、 

および通期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年 3 月期第 4 四半期において持分法適用会社に対する金融債権と投資の減損損失の計上を行

いました。また、2022 年 2 月 3 日に公表した 2022 年 3 月期（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日）

の連結業績予想（通期）と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記の通りお知らせします。 

 

 記 

 

Ⅰ.  持分法適用会社に対する金融債権と投資の減損損失について 

   当社は、ロシアによるウクライナへの侵攻を受け、オランダの持分法適用会社である SP Glass Holdings 

BVが所有するロシアの事業会社に対する金融債権について、減損損失（約 34億円）を計上しました。 

   また、SP Glass Holdings BVに対する持分法による投資についても回収可能価額の見直しを行い、ロシ

アにおける投資の見通しの不透明さを勘案し、その一部について減損損失（約 34億円）を計上しました。 

   これらの減損損失は、連結損益計算書の持分法による投資利益とは別項目に計上されています。 

     

Ⅱ.  2022年 3月期の連結業績予想数値と実績値との差異（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日） 

1．差異の内容 

（百万円） 

  売上高 営業利益 
税引前利益 

（△損失） 

当期利益 

（△損失） 

親会社所有者

に帰属する 

当期利益 

（△損失） 

基本的 

１株当たり 

当期利益 

（△損失）(注) 

前回発表予想(A)  590,000 20,000 18,000 12,000 10,000 88円 71銭 

実績値(B)  600,568 19,980 11,859 6,759 4,134 24円 07銭 

増減額(B－A)  10,568 △20 △6,141 △5,241 △5,866 △64円 64銭 

増減率(%)  1.8% △0.1% △34.1% △43.7% △58.7% △72.9% 

参考：前期実績  499,224  13,067 △17,171  △16,316  △16,930  △208円 32銭  

 (注)基本的 1株当たりの当期利益（△損失）については、A種種類株式にかかる配当金の影響を考慮した数値を記載しています。 

 

 

 

 

   2. 差異の理由 

 上記Ⅰに記載する持分法適用会社に対する金融債権と投資の減損損失（合計約 68億円）を計上した

会 社 名 日本板硝子株式会社 

コード番号 5202 

本社所在地 東京都港区三田三丁目5番27号 

代 表 者 森 重樹 

問合せ先 IR部長 源甲斐 洋行 

電   話 03-5443-0100 
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ことにより、税引前利益、当期利益、および親会社所有者に帰属する当期利益がそれぞれ減少しました。 

 

 

 

（注） 上述の業績予想等は、当社が現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提にもとづいており、実際の業績は見通しと異なる可能性が

あります。その要因の主なものとしては、主要市場の経済環境及び競争環境、製品需給、為替・金利相場、原燃料市況、法規制の変動等がありますが、

これらに限定されるものではありません。 

 

以 上 


